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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ユーザ装置が滞在する滞在セルについての情報を示す基本エリア情報を使用して、各々
が処理を実行する複数の処理モジュールと、
　前記基本エリア情報を複数の前記処理モジュールに供給するエリア情報供給モジュール
とを備え、
　前記エリア情報供給モジュールは、
　　前記ユーザ装置において生じるイベントを検出するイベント検出部と、
　　前記イベント検出部が前記イベントを検出するのに応じて、前記基本エリア情報を取
得するエリア情報取得部と、
　　前記エリア情報取得部が取得した前記基本エリア情報を、複数の前記処理モジュール
の各々に通知するエリア情報通知部とを備え、
　複数の前記処理モジュールの少なくともいずれかは、
　　前記基本エリア情報とは異なる情報を含む詳細エリア情報を前記エリア情報供給モジ
ュールに要求する要求信号を送信する情報要求部を備え、
　前記エリア情報取得部は、前記情報要求部からの前記要求信号を受信するのに応じて、
前記滞在セルについての前記詳細エリア情報を取得し、
　前記エリア情報通知部は、前記エリア情報取得部が取得した前記詳細エリア情報を、複
数の前記処理モジュールの少なくともいずれかに通知する
　ユーザ装置。
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【請求項２】
　前記情報要求部は、
　前記エリア情報通知部から受信した前記基本エリア情報に基づいて、前記詳細エリア情
報を要求する前記要求信号を送信すべきか否かを判定する
　請求項１のユーザ装置。
【請求項３】
　前記エリア情報通知部は、
　前記要求信号を送信した前記情報要求部を備える処理モジュールのみに対して、前記エ
リア情報取得部が取得した前記詳細エリア情報を通知する
　請求項１または請求項２のユーザ装置。
【請求項４】
　前記エリア情報通知部は、
　前記要求信号を送信した前記情報要求部を備える処理モジュールを含む複数の処理モジ
ュールに対して、前記エリア情報取得部が取得した前記詳細エリア情報を通知する
　請求項１または請求項２のユーザ装置。
【請求項５】
　前記基本エリア情報は、
　前記滞在セルを一意に識別するセル識別子と、前記滞在セルの場所特性とを含み、
　前記詳細エリア情報は、
　前記セル識別子と、前記滞在セルに存在するランドマークに関する情報とを含む
　請求項１から請求項４のいずれかのユーザ装置。
【請求項６】
　ユーザ装置が滞在する滞在セルについての情報を示す基本エリア情報を使用して、各々
が処理を実行する複数の処理モジュールと、
　前記基本エリア情報を複数の前記処理モジュールに供給するエリア情報供給モジュール
とを備える無線通信システムにおいて、
　前記エリア情報供給モジュールにおいて、前記ユーザ装置において生じるイベントを検
出することと、
　前記エリア情報供給モジュールにおいて、前記イベントが検出されるのに応じて前記基
本エリア情報を取得することと、
　前記エリア情報供給モジュールにおいて、取得された前記基本エリア情報を複数の前記
処理モジュールの各々に通知することと、
　複数の前記処理モジュールの少なくともいずれかにおいて、前記基本エリア情報とは異
なる情報を含む詳細エリア情報を前記エリア情報供給モジュールに要求する要求信号を送
信することと、
　前記エリア情報供給モジュールにおいて、前記処理モジュールからの前記要求信号を受
信するのに応じて、前記滞在セルについての前記詳細エリア情報を取得することと、
　前記エリア情報供給モジュールにおいて、取得された前記詳細エリア情報を、複数の前
記処理モジュールの少なくともいずれかに通知することとを備える
　エリア情報通知方法。
　
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、ユーザ装置およびエリア情報通知方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　近年、ユーザ装置が存在するエリアに応じた情報（例えば、そのエリアに存在する店舗
の広告情報）をユーザ装置に提供する技術や、ユーザ装置が存在するエリアに応じてユー
ザ装置の動作を制御する技術が提案されている。ユーザ装置が位置するエリアは、例えば
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、ＧＰＳ（Global Positioning System）の測位情報や、ユーザ装置が無線接続する基地
局に関する情報に基づいて特定される。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開2010-262484号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　ユーザ装置が存在するエリア（セル）の役割・機能（以下、「場所特性」と称する場合
がある）は、そのユーザ装置を用いるユーザに応じて異なる。例えば、居住エリアおよび
オフィスエリアを有する複合施設は、あるユーザにとっては自宅である一方で、他のユー
ザにとっては勤務地である。すなわち、同一エリアに存在する１つの施設がユーザごとに
異なる場所特性を有する場合がある。
【０００５】
　したがって、位置に応じた情報をユーザ装置に提供する処理モジュールや位置に応じて
ユーザ装置の動作を制御する処理モジュールを実行するユーザ装置において、ユーザにと
っての場所特性が判定され、場所特性を含むエリア情報が処理モジュールに対して提供さ
れると好適であると考えられる。場所特性を反映したより適切な情報がユーザに提供され
得、また、場所特性の反映によりユーザ装置の動作をより適切に制御し得るからである。
【０００６】
　以上の事情を考慮して、本発明は、ユーザ装置にて実行される１以上の処理モジュール
に対し、エリア情報を適切に供給することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　本発明のユーザ装置は、ユーザ装置が滞在する滞在セルについての情報を示す基本エリ
ア情報を使用して、各々が処理を実行する複数の処理モジュールと、前記基本エリア情報
を複数の前記処理モジュールに供給するエリア情報供給モジュールとを備え、前記エリア
情報供給モジュールは、前記ユーザ装置において生じるイベントを検出するイベント検出
部と、前記イベント検出部が前記イベントを検出するのに応じて、前記基本エリア情報を
取得するエリア情報取得部と、前記エリア情報取得部が取得した前記基本エリア情報を、
複数の前記処理モジュールの各々に通知するエリア情報通知部とを備え、複数の前記処理
モジュールの少なくともいずれかは、前記基本エリア情報とは異なる情報を含む詳細エリ
ア情報を前記エリア情報供給モジュールに要求する要求信号を送信する情報要求部を備え
、前記エリア情報取得部は、前記情報要求部からの前記要求信号を受信するのに応じて、
前記滞在セルについての前記詳細エリア情報を取得し、前記エリア情報通知部は、前記エ
リア情報取得部が取得した前記詳細エリア情報を、複数の前記処理モジュールの少なくと
もいずれかに通知する。
【０００８】
　本発明の好適な態様において、前記情報要求部は、前記エリア情報通知部から受信した
前記基本エリア情報に基づいて、前記詳細エリア情報を要求する前記要求信号を送信すべ
きか否かを判定する。
【０００９】
　本発明の好適な態様において、前記エリア情報通知部は、前記要求信号を送信した前記
情報要求部を備える処理モジュールのみに対して、前記エリア情報取得部が取得した前記
詳細エリア情報を通知する。
【００１０】
　本発明の好適な態様において、前記エリア情報通知部は、前記要求信号を送信した前記
情報要求部を備える処理モジュールを含む複数の処理モジュールに対して、前記エリア情
報取得部が取得した前記詳細エリア情報を通知する。
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【００１１】
　本発明の好適な態様において、前記基本エリア情報は、前記滞在セルを一意に識別する
セル識別子と、前記滞在セルの場所特性とを含み、前記詳細エリア情報は、前記セル識別
子と、前記滞在セルに存在するランドマークに関する情報とを含む。
【００１２】
　本発明のエリア情報通知方法は、ユーザ装置が滞在する滞在セルについての情報を示す
基本エリア情報を使用して、各々が処理を実行する複数の処理モジュールと、前記基本エ
リア情報を複数の前記処理モジュールに供給するエリア情報供給モジュールとを備える無
線通信システムにおいて実行される。本発明のエリア情報通知方法は、前記エリア情報供
給モジュールにおいて、前記ユーザ装置において生じるイベントを検出することと、前記
エリア情報供給モジュールにおいて、前記イベントが検出されるのに応じて前記基本エリ
ア情報を取得することと、前記エリア情報供給モジュールにおいて、取得された前記基本
エリア情報を複数の前記処理モジュールの各々に通知することと、複数の前記処理モジュ
ールの少なくともいずれかにおいて、前記基本エリア情報とは異なる情報を含む詳細エリ
ア情報を前記エリア情報供給モジュールに要求する要求信号を送信することと、前記エリ
ア情報供給モジュールにおいて、前記処理モジュールからの前記要求信号を受信するのに
応じて、前記滞在セルについての前記詳細エリア情報を取得することと、前記エリア情報
供給モジュールにおいて、取得された前記詳細エリア情報を、複数の前記処理モジュール
の少なくともいずれかに通知することとを備える。
【発明の効果】
【００１３】
　本発明によれば、ユーザ装置にて実行される１以上の処理モジュールに対し、エリア情
報が適切に供給される。
【図面の簡単な説明】
【００１４】
【図１】実施形態に係る無線通信システムを示すブロック図である。
【図２】実施形態に係る基地局が形成するセルを示す図である。
【図３】実施形態に係るユーザ装置の構成を示すブロック図である。
【図４】実施形態に係る基地局の構成を示すブロック図である。
【図５】実施形態に係るエリア情報の供給動作を示すフローチャートである。
【図６】実施形態に係るエリア情報の供給動作に関する情報フローである。
【発明を実施するための形態】
【００１５】
１（１）．　無線通信システムの概略
　図１は、本発明の実施形態に係る無線通信システムＣＳを示すブロック図である。無線
通信システムＣＳは、ユーザ装置１００と基地局２００とを要素として備える。基地局２
００は、上記以外の不図示の要素、交換局およびゲートウェイを備えるコアネットワーク
に接続される。ネットワークＮＷは、無線通信システムＣＳが備える上記の要素のうち、
ユーザ装置１００以外の要素を備える。
【００１６】
　無線通信システムＣＳ内の各要素は、任意のアクセス技術（Access Technology）に従
って通信を実行する。例えば、３ＧＰＰ（Third Generation Partnership Project）規格
に含まれるＬＴＥ／ＳＡＥ（Long Term Evolution / System Architecture Evolution）
規格が、採用可能なアクセス技術として例示される。無線アクセスの多重方式として、周
波数分割多重が用いられてもよいし、時分割多重が用いられてもよい。無線通信システム
ＣＳにおいて、複数の無線アクセス技術（例えば、３Ｇ及びＬＴＥ）が採用されてもよい
。
【００１７】
　図２に示すように、基地局２００（２００ａ，２００ｂ）は、その周囲にセルＣ（Ｃａ
，Ｃｂ）を形成する。セルＣは、固有のセル識別子によって識別される。セル識別子は、
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基地局２００からの制御信号に含まれて送信され、ユーザ装置１００に受信される。ユー
ザ装置１００は、そのユーザ装置１００が滞在する（在圏する）セルＣに対応する基地局
２００と無線通信することが可能である。なお、１つの基地局２００が複数のセルＣを形
成してもよい。各セルＣにおいて利用される無線アクセス技術は任意に選択され得る。例
えば、１つの基地局２００が形成する複数のセルＣにおいて、共通の無線アクセス技術が
採用されてもよいし、異なる無線アクセス技術が採用されてもよい。
【００１８】
　図２において、ユーザ装置１００ａは、セルＣａおよびセルＣｂの双方に在圏可能であ
る（すなわち、セルＣａおよびセルＣｂのセル端に位置する）。無線通信環境は刻々と変
化するため、ユーザ装置１００ａが滞在するセルＣ（例えば、ユーザ装置１００ａにとっ
て最も受信電力の高いセルＣ）もセルＣａとセルＣｂとの間で刻々と変化する。以上のよ
うに、ユーザ装置１００ａが大きく移動しないにも関わらず滞在セルが頻繁に変化するこ
とは、一般的に「バタツキ（ping-pong, fluttering）」と称される。
【００１９】
１（２）．　各要素の構成
１（２）－１．　ユーザ装置の構成
　図３は、実施形態に係るユーザ装置１００の構成を示すブロック図である。ユーザ装置
１００は、無線通信部１１０と記憶部１２０と制御部１３０とを備える。音声・映像等を
出力する出力装置およびユーザからの指示を受け付ける入力装置等の図示は便宜的に省略
されている。無線通信部１１０は、基地局２００と無線通信を実行するための要素であり
、送受信アンテナと、基地局２００からの下り無線信号を受信して電気信号に変換する受
信回路と、制御信号、ユーザ信号等の電気信号を上り無線信号に変換する送信回路とを含
む。記憶部１２０は、通信制御に関する情報、特に、ユーザ装置１００によるセルへの滞
在に関する滞在情報を記憶する。滞在情報には、各々が１回の滞在に対応する複数の滞在
情報要素が含まれる。
【００２０】
　制御部１３０は、複数の処理モジュール１３２（１３２Ａ，１３２Ｂ，…）と、エリア
情報供給モジュール１３４とを備える。各処理モジュール１３２は、ユーザ装置１００が
滞在する滞在セルについての情報を示す基本エリア情報を使用して処理（例えば、ユーザ
への情報提供）を実行する。処理モジュール１３２は、エリア情報供給モジュール１３４
に詳細エリア情報を要求する情報要求部１３２２を備えてもよい。
【００２１】
　エリア情報供給モジュール１３４は、各処理モジュール１３２に基本エリア情報を供給
する。エリア情報供給モジュール１３４は、イベント検出部１３４２とエリア情報取得部
１３４４とエリア情報通知部１３４６とを備える。イベント検出部１３４２は、ユーザ装
置１００において生じるイベントを検出する。エリア情報取得部１３４４は、エリア情報
（基本エリア情報および詳細エリア情報）を取得する。エリア情報通知部１３４６は、エ
リア情報取得部１３４４に取得されたエリア情報を処理モジュール１３２に通知する。
【００２２】
　制御部１３０内の各要素の動作の更なる詳細は後述される。制御部１３０および制御部
１３０内の各要素は、ユーザ装置１００内のＣＰＵ（不図示）が、記憶部１２０に記憶さ
れたコンピュータプログラムを実行し、そのコンピュータプログラムに従って機能するこ
とにより実現される機能ブロックである。
【００２３】
１（２）－２．　基地局の構成
　図４は、実施形態に係る基地局２００の構成を示すブロック図である。基地局２００は
、無線通信部２１０とネットワーク通信部２２０と制御部２３０とを備える。無線通信部
２１０は、ユーザ装置１００と無線通信を実行するための要素であり、ユーザ装置１００
の無線通信部１１０と同様に構成される。ネットワーク通信部２２０は、ネットワークＮ
Ｗ内の他のノード（他の基地局２００、交換局、ゲートウェイ等）と有線にて通信を実行
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する要素である。制御部２３０は、無線通信部２１０およびネットワーク通信部２２０を
介して、ユーザ装置１００およびネットワークＮＷ内の他のノードと信号（制御信号、デ
ータ信号等）を送受信する。制御部２３０は、基地局２００内のＣＰＵ（不図示）が、記
憶部（不図示）に記憶されたコンピュータプログラムを実行し、そのコンピュータプログ
ラムに従って機能することにより実現される機能ブロックである。
【００２４】
１（３）．　エリア情報の供給
　以下に、本実施形態に係るエリア情報の供給を説明する。図５は、エリア情報の供給動
作を示すフローチャートである。図６は、エリア情報の供給動作に関する情報フローであ
る。
【００２５】
１（３）－１．　イベントの種別
　本実施形態では、イベント検出部１３４２がイベントを検出することを契機として、エ
リア情報の供給動作が開始される。そこで、情報供給動作の説明に先立ち、本実施形態に
おいて検出され得るイベントを以下に例示する。なお、以下に例示されるイベント以外の
イベントが、イベント検出部１３４２に検出されてもよい。
【００２６】
・イベント１ａ　何らかのアプリケーション（サービス）が起動され、最新の滞在情報要
素が示すセル識別子と制御部１３０が検出する現在のセル識別子とが一致する
・イベント１ｂ　何らかのアプリケーション（サービス）が起動され、最新の滞在情報要
素が示すセル識別子と制御部１３０が検出する現在のセル識別子とが一致しない
・イベント１ｃ　何らかのアプリケーション（サービス）が起動され、最新の滞在情報要
素が示すセル識別子と制御部１３０が検出する現在のセル識別子とが一致しないが、現在
のセル識別子はバタツキ状態と判定されている
【００２７】
・イベント２ａ　滞在セルのセル識別子の変更が制御部１３０に検出され、検出された新
たなセル識別子がバタツキ状態と判定されていない
・イベント２ｂ　滞在セルのセル識別子の変更が制御部１３０に検出され、検出された新
たなセル識別子がバタツキ状態と判定されている
【００２８】
・イベント３ａ　画面（出力装置）が点灯され、最新の滞在情報要素が示すセル識別子と
制御部１３０が検出する現在のセル識別子とが一致する
・イベント３ｂ　画面（出力装置）が点灯され、最新の滞在情報要素が示すセル識別子と
制御部１３０が検出する現在のセル識別子とが一致しない
・イベント３ｃ　画面（出力装置）が点灯され、最新の滞在情報要素が示すセル識別子と
制御部１３０が検出する現在のセル識別子とが一致しないが、現在のセル識別子はバタツ
キ状態と判定されている
【００２９】
・イベント４　画面（出力装置）のロックが解除された
・イベント５　画面（出力装置）が消灯された
・イベント６　無線ＬＡＮに接続された
・イベント７ａ　充電が開始され、ユーザ装置１００が充電状態に遷移した
・イベント７ｂ　充電が終了し、ユーザ装置１００が放電状態に遷移した
・イベント８　アプリケーションからイベントの起動が要求された
【００３０】
・イベント９ａ　前回のイベント検出から所定時間が経過し、最新の滞在情報要素が示す
セル識別子と制御部１３０が検出する現在のセル識別子とが一致する
・イベント９ｂ　前回のイベント検出から所定時間が経過し、最新の滞在情報要素が示す
セル識別子と制御部１３０が検出する現在のセル識別子とが一致しない
・イベント９ｃ　前回のイベント検出から所定時間が経過し、最新の滞在情報要素が示す
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セル識別子と制御部１３０が検出する現在のセル識別子とが一致しないが、現在のセル識
別子はバタツキ状態と判定されている
【００３１】
　以上のイベントのうち、セル識別子の変更が検出されたことを示すイベント２ａおよび
イベント２ｂは「セル変更イベント」であり、それら以外のイベントは「非変更イベント
」である。
【００３２】
１（３）－２．　動作詳細
　図５および図６を参照しながら、エリア情報の供給動作を詳細に説明する。エリア情報
供給モジュール１３４において、イベント検出部１３４２が何らかのイベント（１ａ，１
ｂ，…）を検出するのに応じて（S10；YES）、エリア情報取得部１３４４が基本エリア情
報を取得する（S20）。一方、イベントが検出されない場合、イベント検出部１３４２は
イベント検出の待ちループを実行する（S10；NO）。
【００３３】
　基本エリア情報は、滞在セルのセル識別子と、その滞在セルの場所特性とを含む。滞在
セルの場所特性は、様々な基準および様々なアルゴリズムを用いて決定され得る。例えば
、エリア情報取得部１３４４が、滞在セルのセル識別子に対応する１以上の滞在情報要素
に含まれる１つの情報項目（滞在時間長など）を選択し、選択された情報項目について算
定された統計量を用いて場所特性を判定すると好適である。なお、場所特性の例としては
、「自宅」、「勤務先」、および「鉄道駅」が非限定的に列挙される。
【００３４】
　エリア情報通知部１３４６は、エリア情報取得部１３４４が取得した基本エリア情報を
、複数の処理モジュール１３２（１３２Ａ，１３２Ｂ，…）に通知する（すなわち、ブロ
ードキャストする）（S30）。複数の処理モジュール１３２は、基本エリア情報を受信す
る。
【００３５】
　複数の処理モジュール１３２のうち、少なくともいずれか（本例では、処理モジュール
１３２Ａ）は、情報要求部１３２２を含む。処理モジュール１３２Ａの情報要求部１３２
２は、エリア情報通知部１３４６からの基本エリア情報に基づいて、詳細エリア情報を要
求すべきか否かを判定する（S40）。詳細エリア情報は、基本エリア情報とは異なる情報
を含む情報である。例えば、詳細エリア情報は、滞在セルのセル識別子と、その滞在セル
に存在するランドマーク（特徴的な施設または建造物）に関する情報を含む。
【００３６】
　情報要求部１３２２は、受信した基本エリア情報のみで処理モジュール１３２における
処理が実行可能である場合には、詳細エリア情報を要求する必要がないと判定する（S40
；NO）。一方、受信した基本エリア情報のみでは処理が実行可能でない場合には、詳細エ
リア情報を要求すべきと判定し（S40；YES）、詳細エリア情報を要求する要求信号を、エ
リア情報供給モジュール１３４（エリア情報取得部１３４４）に送信する（S50）。
【００３７】
　エリア情報取得部１３４４は、情報要求部１３２２からの要求信号を受信するのに応じ
て、滞在セルについての詳細エリア情報を取得する（S60）。エリア情報通知部１３４６
は、エリア情報取得部１３４４が取得した詳細エリア情報を、処理モジュール１３２に通
知する（S70）。エリア情報通知部１３４６は、要求信号を送信した情報要求部１３２２
を有する処理モジュール１３２（本例では、処理モジュール１３２Ａ）のみに対して詳細
エリア情報を通知してもよい（すなわち、ユニキャストしてもよい）。また、エリア情報
通知部１３４６は、要求信号を送信した情報要求部１３２２を有する処理モジュール１３
２を含む複数の処理モジュール１３２に対して、詳細エリア情報を通知してもよい。
【００３８】
１（３）．　本実施形態の効果
　以上の構成によれば、基本エリア情報がイベント起動により（すなわち、プッシュ型で
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）各処理モジュール１３２に対して供給される一方で、詳細エリア情報が処理モジュール
１３２からの要求に基づいて（すなわち、プル型で）供給される。結果として、基本エリ
ア情報が各処理モジュール１３２に対して遍く供給される。また、イベント起動により（
プッシュ型で）全てのエリア情報（基本エリア情報および詳細エリア情報）を処理モジュ
ール１３２に供給する構成と比較して、データの送受信量および処理量が低減される。要
求信号を送信した情報要求部１３２２を有する処理モジュール１３２のみに詳細エリア情
報を通知する構成においては、データの送受信量および処理量がさらに低減される。
【００３９】
２．　変形例
　以上の実施形態は多様に変形される。具体的な変形の態様を以下に例示する。以上の実
施の形態および以下の例示から任意に選択された２以上の態様は、相互に矛盾しない限り
適宜に併合され得る。
【００４０】
２（１）．　変形例１
　基本エリア情報は、上述される情報に加え、以下に例示する情報を含み得る。
・無線ＬＡＮ接続履歴　その基本エリア情報に含まれるセル識別子が示すセルＣにおいて
、ユーザ装置１００が無線ＬＡＮに接続したことが有るか否かを示す情報
・タイムスタンプ　基本エリア情報が生成または更新された時刻を示す情報
【００４１】
　詳細エリア情報は、上述される情報に加え、以下に例示する情報を含み得る。
・生活圏判別子　その詳細エリア情報に含まれるセル識別子が示すセルＣが、ユーザ装置
１００を使用するユーザの生活圏であるか否かを示す情報
・生活拠点からの距離　ユーザの生活拠点（自宅、勤務地等）からそのセルＣまでの距離
を示す情報（例えば、ホップ数）
・勤務日判別子　そのセルＣは、ユーザが勤務日に滞在するセルＣであるか否かを示す情
報
・住所　そのセルＣを形成する基地局２００の住所を示す情報
・基地局緯度経度　そのセルＣを形成する基地局２００が設置されている箇所の緯度経度
を示す情報
・セル重心緯度経度　そのセルＣの重心の緯度経度を示す情報
・タイムスタンプ　詳細エリア情報が生成または更新された時刻を示す情報
【００４２】
　以上の情報は、基地局２００等のネットワークＮＷ側の装置から供給されてユーザ装置
１００の記憶部１２０に記憶されてもよいし、制御部１３０が実行する処理に基づいて取
得されてもよいし、ユーザ装置１００のユーザからの入力により取得されてもよい。
【００４３】
２（２）．　変形例２
　以上の実施形態においては、ユーザ装置１００が複数の処理モジュール１３２およびエ
リア情報供給モジュール１３４を備える。しかしながら、ネットワークＮＷ側の装置（例
えば、基地局２００）が、複数の処理モジュール１３２およびエリア情報供給モジュール
１３４の少なくともいずれかを備えてもよい。また、処理モジュール１３２およびエリア
情報供給モジュール１３４に含まれる複数の機能ブロックの一部が、ネットワークＮＷ側
の装置（例えば、基地局２００）に設けられてもよい。すなわち、本発明を実施するため
の要素の各々は、無線通信システムＣＳの任意の箇所に配置され得る。
【００４４】
２（３）．　変形例３
　以上の実施形態においては、エリア情報通知部１３４６が基本エリア情報および詳細エ
リア情報の双方を送信する。しかしながら、エリア情報通知部１３４６に代えて、基本エ
リア情報のみを送信する基本エリア情報通知部と、詳細エリア情報のみを送信する詳細エ
リア情報通知部とが存在してもよい。
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【００４５】
２（４）．　変形例４
　ユーザ装置１００は基地局２００と無線通信が可能な任意の装置である。ユーザ装置１
００は、例えば、フィーチャーフォンまたはスマートフォン等の携帯電話端末でもよく、
デスクトップ型パーソナルコンピュータでもよく、ノート型パーソナルコンピュータでも
よく、ＵＭＰＣ（Ultra-Mobile Personal Computer）でもよく、携帯用ゲーム機でもよく
、その他の無線端末でもよい。
【００４６】
２（５）．　変形例５
　無線通信システムＣＳ内の各要素（ユーザ装置１００、基地局２００）においてＣＰＵ
が実行する各機能は、ＣＰＵの代わりに、ハードウェアで実行してもよいし、例えばＦＰ
ＧＡ（Field Programmable Gate Array）、ＤＳＰ（Digital Signal Processor）等のプ
ログラマブルロジックデバイスで実行してもよい。
【符号の説明】
【００４７】
　１００……ユーザ装置、１１０……無線通信部、１２０……記憶部、１２２……イベン
ト検出部、１２４……セル識別子検出部、１２６……バタツキ判定部、１２８……場所特
性判定部、１３０……制御部、１３２……処理モジュール、１３２２……情報要求部、１
３４……エリア情報供給モジュール、１３４２……イベント検出部、１３４４……エリア
情報取得部、１３４６……エリア情報通知部、１４０……記憶部、２００……基地局、２
１０……無線通信部、２２０……ネットワーク通信部、２３０……制御部、Ｃ……セル、
ＣＳ……無線通信システム、ＮＷ……ネットワーク。
 

【図１】

【図２】

【図３】

【図４】
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